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情報教育機器を活用したへき地学校におけるキャリア教育の実践

．は じ め に

近年， ニート と呼ばれる若者が急増している。ニー

ト（ ）

とは， 特定の職業に就労せず，将来の就職のために学

習などの準備を行っていない，主たる収入を持たない人

のことを指す。この背景には，高い失業率や気軽な労働

形態の一つであるフリーターと呼ばれる若者の増加など

があげられる。これらの実態を受けて，文部科学省は平

成 年 月に キャリア教育の推進に関する総合的調査

研究協力者会議 を発足させ，その報告書を平成 年

月に公表した。また，文部科学大臣をはじめとする関係

閣僚などにより，平成 年 月には 若者の自立・挑

戦のためのアクションプラン が出され，翌 年 月に

は農林水産大臣を加えてさらに強化され， キャリア教

育 はニート対策の大きな柱として位置づけられた。上

述のような社会の要請を受けて誕生した キャリア教育

は現代的な教育ニーズの一つとして学校現場への導入が

急速に進められている。キャリア教育は体験的な学習を

重視している点と，個々の発達段階に応じて体系的に学

習課題を設定した長いスパンでの児童生徒の育成を目指

している点に特徴がある。また，従来の進路指導をベー

スに内容の拡充を図ると共に，学校における様々な教育

活動を有機的に結びつけることで，生徒個々の発達を効

果的に促進していくことが求められている。

本論文では，キャリア教育導入のために行った教育課

程の編成を含めた様々な実践について，へき地指定学校

である北海道福島町立福島中学校の事例を報告する。

キャリア教育の実施に関わるへき地特有の問題に対する

解決策として，情報教育機器を有効に活用したことを述

べる。なお，本論文の内容は平成 年度から 年度に行っ

たものが中心である。

．キャリア教育についての学校現場の意識

キャリア教育 という言葉が登場して，まだ 年程

度である。本研究を開始した当時はもちろんのこと，現

在もなお一部の学校現場ではその理念等の浸透が十分で

はない。本実践を紹介する前に，キャリア教育の定義や

目指す姿についてまとめておきたい。

文部科学省では，キャリア教育を 児童生徒一人一人

のキャリア発達を支援し，それぞれにふさわしいキャリ

アを形成していくために必要な意欲・態度や能力を育て

る教育 と定義している。端的に言えば 児童生徒一人

一人の勤労観・職業観を育てる教育 となる。また，こ

れらの実現のために，学校の教育活動全体を通して，児

童生徒の発達段階に応じた小学校段階からの組織的・系

統的なキャリア教育の推進が必要であるとしている。実

際の教育現場の中では，キャリア教育 職場体験学習

という意識が先行している。たしかに，文部科学省は中

学校に対して 連続 日以上の職場等での体験学習を実

施するように と呼びかけている。しかし，今までも多

くの中学校で 日程度の 職場体験学習 を実施してき

ている。他にも，進路指導では 職業に関する指導 に

ついて効果的な実践も報告されている。ところが，こう

した職業に関する学習はそれぞれの分野で行っているも

のの， 年間を見通した系統的な位置づけは十分になさ

れていなかった。つまり，教育課程の中に明確に編成さ

れていなかったと言える。そのため，相互の学習に関連

性がない場合や，学級担任および学年団の方針によって
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扱い方が大きく異なる場合も少なくはなかった。した

がって，キャリア教育という新たな視点で教育課程を編

成することが重要となる。

．福島中学校におけるキャリア教育実施のた
めの教育課程の編成

福島中学校では，総合的な学習が導入される以前から

職業体験学習を行ってきた。 年生が町内の商店や施設

で 日職業体験学習を行い，その結果をレポートとして

まとめていた。しかし，これはあくまで特別活動の領域

における学習であったため，進路指導などとの関係性が

薄かった。キャリア教育という視点で，平成 年度に道

徳教育，特別活動および総合的な学習の時間を中心に

年間を見通した教育課程を考案した。このとき，従来

年生で実施していた 職業体験学習 を 年生で実施す

るように変更した。これを中核として総合的な学習の時

間の教育課程に 職業に関する調べ学習・体験学習 を

位置づけた。道徳教育や特別活動においても， 自己理

解の深化 ， 社会への適応 ， 進路 などに関する学習

を明確に位置づけ，相互に関連性が持てるように再編し

た。これにより，学年ごとの縦のつながりおよび教科ご

との横のつながりが確立され，キャリア教育実施への基

盤となった。

福島中学校における道徳教育は年間 時間の時数が確

保されている。その時間ごとの価値項目や用いる資料に

ついて，年間指導計画の中に詳細に位置づけた。表 に

代表例として平成 年度の 年生用道徳年間指導計画を

示す。福島中学校では， 主として自分自身に関す

ること ， 主として他の人とのかかわりに関するこ

と ， 主として自然や崇高なものとのかかわりに関

すること ， 主として集団や社会とのかかわりに関

すること という つの価値項目を設定した。このうち，

キャリア教育と深く関わる要素は と である。表 に

キャリア教育に関連する道徳教育の学年別実施時数をま

とめる。 主として自分自身に関すること では，

自分自身の内面を問う問題や長い人生を歩む上での生き

方などを主題にした題材を多く取り上げた。生徒一人一

人が自分自身の生き方について考えることは，自己理解

を深めることにつながり，正常なキャリア発達の根幹を

成すものと言える。こうした自己理解の深化にかかわる

価値項目については， 年間で時数にして 時間学ぶ。

主として集団や社会とのかかわりに関すること

では，生徒個々の社会性を高めることで，望ましい勤労

観や職業観の根幹の一つとして資する。こうした社会へ

の適応にかかわる価値項目については 年間で 時間学

習する。

特別活動の時間は， 生徒会活動 ， 学校行事 ， 学

級活動 の大きく つに区分される。生徒会活動におい

ては，生徒の主体性と自主性を育むような活動に力を入

れた。具体的には，生徒会書記局が中心となる様々な生

徒集会やすべて手作りの生徒会誌の編集など，時間をか

けてアイディアを出し合い，企画・運営に生徒が直接携

われるように工夫した。学校行事においても，生徒の主

体性を重んじるように企画・運営されている。特に学校

祭は生徒会による主体的な活動の集大成として位置づけ

られている。これら活動は生徒のキャリア発達に重要な

要素である。すなわち，集団の中で自他を高め，その集

団をより良くしようという姿勢や態度が養われる。さら

に，年間 時間の学級活動については，発達段階に配慮

した詳細な年間指導計画を作成した。表 に学級活動に

おける指導項目ごとの学年別実施時数をまとめる。生徒

のキャリア発達を考える上で，自己理解を深める内容

は欠かせない要素である。なぜなら望ましい職業観や労

働観とは，生徒個々の個性や長所・短所などを自分自身

が把握した上で成り立つものだからである。そのため，

年間コンスタントな配時としているのが特徴である。

なお，年度初めの学級開きや各種行事における学級準備

表 年生の道徳年間指導計画（平成 年度版）

表 キャリア教育に関連する道徳教育の学年別実施時数

年 年 年

主として自分自身に関わること
（自己理解の深化）

主として集団や社会との関わりに
関するもの（社会への適応）

表 学級活動における指導項目ごとの学年別実施時数

年 年 年

学級組織・集団に関する内容

自己理解を深める内容

進路に関わる内容
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の時間を考慮すると 学級組織・集団に関する内容 が

年間で最も多くなる。また，高校受験等があるため

年生の 進路に関わる内容 が多くなるのも当然である。

福島中学校における総合的な学習の時間の学年別年間

学習計画を表 に示す。福島中学校では平成 年度から

情報教育 を研究主題に据えて，パソコンなどの情報

機器を扱う力の育成に重点を置いてきた。その中核が総

合的な学習の時間における 情報スキル という学習で

ある。 情報スキル とは，情報機器の扱い方や情報モ

ラルに関する学習をはじめ，様々な調べ学習を行う上で

のマナーや人との接し方などを習得する学習である。コ

ンピュータはもちろん，デジタルカメラやスキャナーな

どの情報機器を積極的に活用し，ワープロソフトや表計

算ソフトなどを使って，レポート等を個人個人で作成で

きるように習得させる。個人差はあるものの，生徒が情

報機器になじみ， 年間で一通りの情報機器の扱い方や

各種アプリケーションの使い方に習熟できた。これによ

り，様々な調べ活動や体験活動に生かすことのできる素

地を作り上げた。他に， クリーンタウン作戦 とは自

分たちが住む地域を見つめ，より良い環境を作り出すた

めに何ができるかを考え，地域住民と共に様々な清掃活

動を行う。 年生で実施している 地域探訪 とは地域

の自然や産業などをテーマに，職場訪問やアンケート，

インタビューを行い，調べた結果をレポートにまとめる

活動である。これを発展させ， 年生では宿泊研修の中

の自主研修において，同じ道南の他市町の様々な自然や

文化，産業について職場訪問やアンケート，インタビュー

を行い，調べた結果をまとめる。 年生では東北地方の

自主研修で同様の学習を行う。総合的な学習の時間にお

けるこれらの取り組みは間接的に生徒のキャリア発達を

促している。特に，職場訪問などへつながる地域探訪

宿泊研修自主研修 見学旅行自主研修は，自分の興味に

基づき様々な職業に実際に触れる機会でもある。生徒は

言葉遣いやあいさつの仕方，時間を守るなど日常の学校

生活とは異なる環境で 勤労観 へと繋がる基本的な様々

な事柄を体験する。

総合的な学習の時間における 職業に関する調べ学

習・体験学習 は 年生および 年生の 個による調べ

学習 に相当する。この中で， 年生は 職場体験学習

を必ず行う。そして， 年生では 年生時の職場体験学

習のまとめと発展的な学習を行う。これら職業に関する

学習実践が 時間行われるように配時してあり，福島中

学校におけるキャリア教育の中心となる。

．へき地学校におけるキャリア教育実施上の
問題点

キャリア教育を実践するにあたり，へき地特有の問題

点がいくつか出てくる。例えば， ハローワークやジョ

ブカフェなどの職業に関わる公的機関が町内にない，

職業体験学習において，生徒が希望したり興味のある職

種が町内にない場合がある， 生徒のレディネスを考え

たとき地域の影響（ 次産業と 次産業が主体）が大き

いため生徒の認知に偏りがある，などがあげられる。

については，人口 人を切る福島町のようなへき地

においては，ハローワークに限らず，図書館や博物館，

見学可能な工場施設などのハード面の問題がある。こう

した施設のそろっている最も近い（約 離れている）

表 総合的な学習の時間の学年別年間学習計画
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都市である函館市は，車で約 時間 分はかかる。その

ため，学習活動に組み入れるのは通常不可能である。

についても同様である。ありがたいことに地域の理解が

あるため，好意的に受け入れてくれる企業は多いが，必

ずしも生徒の興味には基づかない部分もある。最も大き

な問題は である。たとえば，デパートや大きなスーパー

などが町内に存在しないため，これらの職種への漠然と

したあこがれはあるものの，実感できるような情報に乏

しい。また，福島町の地域性として，日ごろから家の手

伝いとして 昆布干し などの 次産業に従事している

生徒もいる。こうした生徒は仕事に対して一定の知識や

考えをすでに持っているため，多くの様々な職種から自

分に適切な職種が何かを考えることを苦手とする場合が

ある。

．キャリア教育のための情報機器の活用

上述のへき地学校特有の問題はインターネットや有用

なアプリケーションを利用することにより解決すること

が可能である。近年，仕事探しに必要な労働情報の提供

や職業・進路の選択および転職・再就職などについての

悩みなどの相談業務を行う公的機関等が増えてきてい

る。特に後者は，職業に対する理解と自分自身の性格や

能力などが一致しないことが多々あるため，若者を中心

に需要が高まっている。こうした背景の中，大阪府職業

カウンセリングセンターでは，職業適性相談で利用する

職業興味検査や性格検査の開発を行っている。特にこの

機関では，近年のニート増加を受けて，平成 年度に若

年者の就業に向けての自己理解を深め，適性にあった職

業・進路選択に役立ててもらうために 職業興

味検査 および 性格検査 を開発した。検査

対象は概ね中学生から 歳までとされている。インター

ネットを活用すれば，これらアプリケーションソフトを

ダウンロードにより入手することができる。これら検査

ソフトは生徒一人一人がパソコンを使える環境があれば

授業等で簡単に利用可能である。また，得点集計などの

計算結果もパソコン上で行うことができ，情報機器を扱

える能力が生徒一人一人にあれば簡単に使いこなせる。

これは個人情報保護の観点からも重要である。これら条

件は情報教育に重点を置いてきた福島中学校にとっては

大きな問題とならないため，これら検査ソフトを活用し

たキャリア教育を実施できる。

職業興味検査 は，異なる つの職業を比べ，

自分ならどちらを選ぶかを答えるテストで， つの職業

領域を代表する職業同士から選択を繰り返すことで，興

味のある職業領域と興味のない職業領域がはっきりとグ

ラフに出る。図 に 職業興味検査で画面上に示

される質問の一部を例示する。 性格検査 は，

主導性，親和性，創造性，熟考性，規則性および活動性

の つの志向を調べるのが目的である。この つに関す

る質問に対して， はい か いいえ で答えることで，

それぞれの領域に対する志向性がグラフで表される。な

お，これら検査は自分自身を客観的に知ることを目的と

したテストであり，個人の能力を測るものではない。ま

た，性格検査も得点が低くても人格を否定するものでは

ない。例えば，主導性 が高い生徒は 人に指示する力・

説得する力 があることを示すが，低い場合は 謙虚で

ある・慎み深い ことを示す。このため，生徒は自分の

図 大阪府職業カウンセリングセンター開発の 職業興味検査の質問例（転載）。 つの職業から一つ

を選ぶ操作を繰り返すことで，興味のある職業領域がグラフになる。
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点の高低に関わらず，自己理解を深めることができるの

が利点である。

．福島中学校におけるキャリア教育の実践

． 年生のキャリア教育実践

福島中学校では，総合的な学習が導入される以前から，

町内の様々な職場のご好意で職業体験学習を行ってき

た。その方法は，生徒が自分の希望に従い，町内の限ら

れた候補の中から体験先を選び，学習をさせてもらう内

容であった。このような体験学習を通して，社会的に必

要な礼儀作法や仕事場での常識，働くことの意義などを

学ぶ機会として捉えていた。生徒の感想としては， 働

くために挨拶や礼儀の必要性を生徒が体感した ， 服装

や身だしなみの重要性がわかった。， 労働が大変だと

いうことがわかった などが毎年出されていた。キャリ

ア教育としては，これらも重要な要素であるには違いな

いが，職業に対する考え方や意欲付け，すなわち 職業

観 としては十分とは言えない。そこで，以下のような

職業観を育成するための明確な つの目標を設定した。

・生徒一人ひとりが，将来の自己の進路を確立すること

を大きな目標とし， 職業体験 を通して，職業に対

する自分の考え方・視点（ 職業観）を養うことを目

標とする。

・望ましい職業観育成のために，自己理解を深める。情

報機器を活用し，生徒が意欲をもって自己理解の深化

を図れるような内容を工夫する。

キャリア教育に関連する総合的な学習の時間のなかで

は 個による調べ学習 として全 時間の時数が計画さ

ている。前半部分では職業体験学習を通して 労働とは

何か や 働くことの大変さ・重要さ などを体験的に

学んだ。後半部分では自己理解を深めるため，

職業興味検査 と 性格検査 を行った。最後

にそれらの成果を生徒たちにレポートにまとめさせた。

生徒の多くは社会経験が少なく，職業とは何か や ど

のような種類があるのか などはよく分かっていない。

そのため， 将来なりたいものは？ と聞かれると，答

えに窮する者も少なくない。このような現状を踏まえ，

最初に 職業領域 についての説明を導入とした。表

に大阪府職業カウンセリングセンターの資料を参考にし

てつくった つの職業領域をまとめる。職業をその特徴

によって つのグループに分類し，そのグループごとに

どのような能力が必要なのかを考えさせることで，生徒

たちが様々な職種について大まかに把握できるようにし

た。その上で，生徒たちに興味のある職業領域を選ばせ

た。この段階で，中には自分自身が理想としていた職業

と自分の能力とのギャップについて知る者もいた。次に，

生徒が実際に体験したい職業を選ぶ。しかし，上述のよ

うに町内で職業体験を行うとしても受け入れてもらえる

箇所には限りがあり，生徒の希望する進路と必ずしも合

致しない。しかし 職業領域 という観点から見れば，

自分が理想とする職業はなくても，同じような能力を要

求される他の職業を体験することはできる。このような

設定によって，生徒は職業体験学習を通して 職業に必

要な能力 について知ることを目的とし，自分の能力に

ついて考え（ 職業観），自分自身の進路について考え

るきっかけになるように，学習をプログラムすることが

できた。体験先が決まったところで，インターネットな

どの情報機器を活用し，その職種に必要な免許や技能，

職業の特徴およびその他自分自身が知りたいことについ

て調べさせた。調べた中での疑問点については，職業体

験のときに直接職場の方にお話を伺えるようにお願いし

た。写真 に代表例として美容室での職業体験学習の様

子を載せる。

表 に職業体験学習を終えてのレポートから感想の部

分を抜粋して表す。今までの福島中学校の例から言えば，

職業体験学習で体験先を選ぶ基準として， 楽そうだか

ら ，面白そうだから ，取りあえずやってみたい ，友

表 大阪府職業カウンセリングセンターの資料

を参考にしてつくった つの職業領域の分類

分 類 職 業 領 域

医療・福祉

サービス販売

ファッション・芸能

自然・工芸

作業・操作

技術・専門

事務・専門

写真 美容室での職業体験学習の様子
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達と一緒にやりたい などの意見が多かった。その結果，

職業体験学習を通して得たものも，職業は大変だ や 挨

拶は大事だ などと漠然としたものや職業観から離れた

感想が多かった。しかし，本実践の結果， サービス業

は挨拶が大事だ ， 人と接する仕事は，笑顔が大切だ ，

高い技能がないといけないから，一生懸命勉強して免

許を取らなくてはならない などの感想が事後に聞かれ

た。つまり，生徒が進路選択というキャリア力を身につ

けるための一つのステップとして意識した体験活動を行

うことができた。まとめにあたっては，体験学習の成果

をまとめるだけにとどまらず，これらの検査をもとに 自

己理解 を深めさせた。表 に示したように，

職業興味検査を行えば，職業を 領域 として捉えるこ

とで，自分が興味をもつ仕事のほかに，関連性のある仕

事についても知ることができる。この活動はへき地に

あってはどうしても偏りがちになる知識を広げる一つの

きっかけとして，重要であると考える。生徒にまとめレ

ポートを作成させる中では，興味をもった仕事について

必ずしも訪問や体験学習はできないが，インターネット

で調べることでその代替とした。また，生徒個々が情報

機器を活用したレポートの発表会を行うことで，職業に

ついて幅広い知識を得ることができた。

． 年生のキャリア教育実践

年時での職業体験学習はいわば 個 の扱いである。

すなわち，個の興味に基づいた体験学習を行い，個とし

てまとめ，個としての理解を深める活動である。北海道

教職員組合が毎年行っている合同研究集会の総合学習分

科会では， 本のバナナを見ても，様々な人と人との

つながりや関わりが見えてくる。遠い異国でバナナを作

る人，船で日本まで運ぶ人，売る人，買う人 という観

点を大切にしている。つまり，社会に出て仕事に就くと

いうことは様々な人との関わりを生む。また，仕事をす

るということは様々な協力関係の上に成り立つ。さらに，

政治・経済・自然環境など社会の様々な要素が仕事の成

り立ちや盛衰と大きく関わっている。つまり，産業構造

という大きな集団で捉える視点やその素となる知識につ

いて学ぶ機会が必要である。そこで， 年生の総合的な

学習の時間における 個による調べ学習 では， キャ

リア教育 働くとは？ という主題のもと，以下のよう

な つの目標を設定した。

・ ・ 年生のときに学習した職業の種類や職業体験学

習などをもとに，労働 の意義や必要性について学ぶ。

・職業が様々な社会構造の中で相互に構造的に結びつい

て成り立っていることを知る。

・職業に関する様々な調べ学習を通して，将来の進路へ

向けて自己理解を深める。

表 に 年生のキャリア教育の学習計画をまとめる。

社会に出た後の様々なつながりについては，多種多様な

方面からのアプローチが必要となる。そこで，まず 働

くとはどういうことか？ ということを知るために，労

働基本法などをもとに賃金や労働条件など労働者の権利

について調べ学習を行った。経済の仕組みでも，特に職

業に関わるという観点から，流通について取り上げた。

さらに，エネルギーに関する問題や仕事，貿易に関わる

仕組みや職業，環境問題に関わる職業などを各 時間ず

つ行った。これらは社会科や理科などの授業で扱う内容

表 職業体験学習を終えての生徒のレポート（抜粋）

特別養護施設陽光園 で実習した のレポート
・仕事をするのは難しいということ。しかも人の命を
預かっているので大変だと思った。
・陽光園で働いている方たちは，ホームヘルパーやケ
アマネージャーの資格を持っていた。
・私が将来目指している職業とは少し違いましたが，
人と接するということは同じだったので，将来やり
たい職業もこんな感じなのかなと実感した。（
は将来リハビリ関係の仕事につきたいと考えてい
た。）

ときわい塗装店 で実習した のレポート
・ペンキを混ぜる作業が楽しかった。自分の作りたい
色に近づけるのはとても難しかった。
・塗装の仕事は高いところで作業したり，色々なもの
を塗ったりするので， つの資格が必要だと教えて
もらった。
・自分が体験したことでは，ペンキを混ぜて色を塗る
作業が難しかった。（ は美術的な分野への関
心が高く，そう言った観点から塗装店での実習を選
択した。）

表 職業興味検査から選んだ自分の希望職業（ のレポートより）

職 業 領 域 選 ん だ 職 業

サービス販売 営業部員 スポーツ用品店員 書店員

作業・操作 スポーツインストラクター 自動車組み立て 船員

事務・専門 一般事務員 一般公務員 税理士
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であるため，それらを基礎に発展的に学ぶことができる。

また，生徒が調べた内容を発表し，教師から適切な助言

があることで，大学のゼミのような学ぶ場とすることも

できる。ただし，自然豊かな福島町では，環境問題につ

いて生徒はイメージしにくい。また，貿易や流通，エネ

ルギーなどについても小さな町では実例となる工場や施

設が町内にないため，実感できるイメージを持ちにくく，

学習に入る上での障害となる場合もあった。このような

問題についてもインターネットなどを活用することでか

なり解決できた。最後にまとめの時間を設定し，生徒が

それまでの学習の中で興味をもった事柄についてレポー

トを作らせた。図 に生徒がまとめたレポートの代表例

を示す。エネルギーについての調べ学習を発展させて，

電気をテーマに様々な関連企業などを調べ，図にまとめ

ている。

へき地という地域性から，職業に関する学習や体験活

動を行う場合，見学や体験を行う施設の不足，地域によ

る事情，生徒のレディネスなど様々な問題点や困難な課

題があった。しかし，これらへき地としての問題はイン

ターネットを活用することで大きく改善することができ

た。また，近年の情報化社会ではキャリア教育に相応し

いホームページなども多く登場してきているので有効に

活用してもらいたい。

．キャリア教育実践のまとめ

今，求められているキャリア教育とは，小中高の一貫

した職業に関する教育である。しかし，既存の教育課程

を否定するものではない。教科や特別活動，道徳，総合

的な学習の時間での体験活動など，学校現場で行われる

あらゆる活動の中で関連する部分を同じベクトルで目指

すことによって，児童生徒が一人の人間として社会に出

て，自立して職業につくことができるようにしようとい

うものである。福島中学校では，これまで述べてきたよ

うな職業に関する学習活動を計画的に実施してきてい

る。図 に示すように，それぞれの活動は相互に関係を

持っているので，担当の教師あるいは教師集団が共通の

認識の下，児童生徒に指導することにより大きな成果が

期待できるだろう。

．情報機器を活用したへき地教育の新展開

インターネットを駆使した調べ学習に限らず，情報機

器には様々な可能性が無限に広がっている。例えば，今

表 年生におけるキャリア教育の学習計画

時数 指導項目 指 導 内 容

・ 賃金について
最低賃金や家計に必要な収支に
ついて知る。

・ 労働について
労働条件から，働くことの意義
を知る。

・ 流通について
身近な商品から，流通について
知る。

・ エネルギー
石油が日本の社会に与える影響
を知る。

・ 貿易
輸出入と，これに携わる仕事に
ついて知る。

・ 環境
環境問題が職業に与える影響を
知る。

職業のつながり 職業構造について知る。

まとめ 個人ごとにレポートでまとめる

図 生徒レポート例。エネルギーについて電気をテーマに

様々関連企業などを調べ，図にまとめた。

図 福島中学校におけるキャリア教育の相関図
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回の研究実践にあたり， カメラを活用した双方向

のティームティーチングにも挑戦した。 カメラを

パソコンに接続すると，インターネットを介して動画と

音声をリアルタイムで双方向通信することができる。写

真 に カメラを使った双方向遠隔授業を行うため

の構成を示す。写真には双方向遠隔授業に必要な イン

ターネットに接続したパソコン， カメラ， マ

イク付きヘッドホン，などが写っている。写真は理科の

授業の様子を表しているため， 演示実験用の道具，な

ども用意されている。学校のインターネット普及率はほ

ぼ ％であるため， を準備（市販品 千円程度）

すればすぐに実施可能である。特殊な装置を必要せず，

極めて安価に導入することができるのが特徴である。こ

れを活用することで，例え数千キロ離れていても，お互

いの顔を見ながら自由に会話することができる。もちろ

ん，教育資料や写真なども扱うことができる。教室のよ

うなスペースでパソコンの画面をプロジェクターなどで

拡大すれば，教室にいながら外部の講師から教えを受け

たり，質問したりすることができる。多分に実験的であっ

たため，理科の授業の中で福島中学校の理科室と北海道

教育大学函館校の生物工学研究室を結んで双方向遠隔授

業を行った。写真 にその様子を示す。松浦がゲスト

ティーチャーとして中学校の授業に参加し，生徒が調べ

たことの中で疑問に思ったことを松浦に質問するという

内容となった。訪れる機会のない大学の先生にリアルタ

イムで自由に質問できたことから，生徒は大変意欲的に

学習に向かっていた。また，専門的で難しい質問につい

ても，大学の先生にわかりやすく答えをもらえたため，

生徒の知識の発展という点でも非常に役立った。このよ

うな大学とへき地学校との連携授業に関する取り組み

は，ますます需要が高まることが期待されている。

．お わ り に

キャリア教育の実施には，学校の教育課程全体を見渡

し，職業に関する教育という一つの目標に向かって教育

課程を見直し，各教科をはじめとする教育活動全体の横

のつながりを再確認することが必要である。また，学年

ごとの発達段階に応じた教育課程の編成，すなわち縦の

つながりを見直すことも必要となる。これら つが達成

できて初めてキャリア教育を実施できる。可能であれば

少しでも体験的な活動の時間を多くすると，生徒の感動

が強まり，より高い成果を上げる事ができるであろう。

しかし， はじめに体験ありき では，教育課程の組み

方として本末転倒であろう。また，限られた短い時間の

中で様々な調べ学習を行い，個人個人が膨大な資料や体

験をまとめるためには，同じく縦と横の発達段階を考え

た教育活動が必要である。特に，福島中学校のような情

報教育の成果がへき地学校と言う学習環境において非常

に有効であることが，本研究実践において十分に確認す

ることができた。今後さらに研究を深め，実践を重ねて

いくことで，地域による教育格差をなくし，へき地学校

の児童生徒にも十分な教育環境を提供できるであろう。
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写真 カメラを使った双方向遠隔授業を行うための

構成。 インターネットに接続したパソコン，

カメラ， マイク付きヘッドホン， 演示実験

用の道具。

写真 カメラを使った大学とへき地学校の双方向型

遠隔授業の様子
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